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❸白井駅前センターフェスティバル
日時　2月7日㈯・8日㈰　午前9時30分～午後3時30分
■問　白井駅前センター☎（497）1151

展示
【7日･8日】　書道、油絵、水彩画、フラワー
アレンジメントなど

発表・体験

【7日･8日】　囲碁（10：00 ～ 15：00）
【7日】　大正琴（10：00 ～）、カラオケ（10：
00 ～ 15：00）、踊り（12：00 ～）、スクエアダ
ンス(14：00 ～）
※カラオケの飛び入り参加もできます（13：
00 ～ 15：00）。
【8日】　親子でリトミック(11：00 ～）、太極
拳（13：00 ～）、和太鼓(13：30 ～）､ 高校生
バンド(14：00 ～）

模擬店・
販売

【7日･8日】　模擬店（そば・うどん、衣類、
雑貨など）
【7日】　模擬店（綿あめなど）

児童館

【7日】　手作りおもちゃ（10：00 ～）、カフェ
（11：00 ～）、ミニシアター（人形劇・読み
聞かせ　11：00 ～）
【8日】　縁日（11：00 ～）、バザー（11：00 ～）

無料配布
など

【7日･8日】　トイレットペーパー（1日先着
100人）、抽選会

※駐車場はありません。

　❹西白井複合センターまつり　 
日時　2月14日㈯・15日㈰　午前9時30分～午後3時30分
■問　西白井複合センター ☎（492）1011

展示
【14日・15日】　水墨画、水彩画、書、書道、
写真、俳句、七宝焼、木彫、手編み物、押し
花絵、絵手紙、手芸作品など

発表・体験

【14日・15日】　将棋対局・指導、パソコン
体験
【14日】　英語劇（9：50 ～ 10：40）
【15日】　キーボード・ジャズダンス・大正
琴・三味線（10:30 ～ 12：30）、ジャズ音楽・カ
ラオケ・舞踊・詩吟・音楽体操（12：30 ～
15：30）

模擬店・
販売

【14日・15日】　こどもフリーマーケット、
福祉作業所売店、バザー、喫茶、模擬店（七
宝焼作品・アクセサリー・竹炭・竹酢液・
竹細工・エプロン・ＥＭ活性液・ＥＭ化粧品・
花布巾・手芸品・古着・豚汁・五目御飯・ケー
キ・クッキー・チョコレート・キャンディ・
焼きそば・フランクフルトなど）

児童館

【14日】　コサージュ作り（9：30 ～ 12：30）、
読み聞かせ（13：00 ～ 14：00）、プラバン工
作（14：30 ～ 15：30）、昔あそびなど（12:00
～ 14：00）
【15日】　アートバルーン・魚つりなど（9：
30 ～ 12：00）、読み聞かせ・パネルシアター
など（13：00 ～ 15：00）

※駐車場はありません。
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　❶桜台センターフェスティバル　
日時　1月24日㈯・25日㈰　午前9時30分～午後3時30分
　　桜台センター☎（491）7111

展示
【24日・25日】　児童絵画、洋裁、活動パネ
ル（ＮＰＯしろい環境塾・ガールスカウト）

発表・体験

【24日】　合気道（11:00 ～）、楽器（12:00 ～）、
社交ダンス（12:30 ～）、児童ダンス（13:30
～）、みんなで歌いましょう（14:00 ～）
【25日】　空手（9:30 ～）、健康体操（10:00 ～）、
親子ダンス（10:30 ～）、よさこいソーラン
踊り（11:00 ～）、空手（14:00）

模擬店・
販売

【24日・25日】　喫茶、模擬店（焼きそば・フ
ランクフルト・焼き鳥・綿あめ・赤飯・黒米
大福・桜もち・草もち・団子・竹炭・竹酢液・
竹細工など）
【24日】　販売（文房具など）
【25日】　販売（手づくり革製品）

児童館

【24日】　グラウンドゴルフ（9:30 ～）、キャ
ンディブローチ作り（9:30 ～）、囲碁・将棋
（13:00～）、まと当て（13:30～）、輪投げ（13:30
～）、おはなし会（11:00 ～）
【25日】　ブーメランを作って遊ぼう（9:30
～）、プラバン工作（9:30 ～）、牛乳パックで
カメラ作り（13:30 ～）、おはなし・手話（13:30
～）

無料配布
など

【24日・25日】トイレットペーパー、紅白も
ち（各日先着100人）
【25日】　第10回記念お楽しみ抽選会（15:00 ～）

※臨時駐車場は桜台中学校です。

　❷冨士センターフェスティバル　
日時　1月31日㈯・2月1日㈰　午前9時30分～午後3時30分
■問　冨士センター☎（446）1911

展示
【1月31日・2月1日】　絵手紙、布絵、書道、
写真

発表・体験

【1月31日】　ジャズダンス（10：30 ～）、パレー
ド（11：30 ～ 11：40）、舞踊（13：00 ～）、茶道、
囲碁大会
【2月1日】　コーラス（10：30 ～）、大正琴（11：
30 ～）、和太鼓（14：30 ～）、カラオケ大会

模擬店・
販売

【1月31日・2月1日】　バザー、模擬店（採れ
たて地元新鮮野菜・手作り小物・手作りケー
キ・焼きそば・焼き鳥・たこ焼き・綿あめ・
豚汁・くじ引きなど）

児童ルーム

【1月31日】　プラバン工作（9：30 ～）、読み
聞かせ（13：30 ～）、人形劇（14：15 ～）など
【2月1日】　プラバン工作（9：30 ～）、ゲーム（13：
00 ～）、お菓子のつかみ取り（13：30 ～）など

無料配布
など

【1月31日・2月1日】　卵の配布（13：00 ～）

※臨時駐車場は冨士ひろばです。

　　　　 ❺ 公 民 セ ン タ ー ま つ り　　　　
日時　2月22日㈰　午前9時30分～午後3時30分
■問　公民センター☎（492）5266

展示
フラワーアレンジメント、利用サークル活動発表、自主
事業で作成したパッチワーク、藍染作品、公民センター
活動風景写真

発表・体験

白井太鼓倶楽部、楽しく遊べる参加体験スペース盛りだ
くさん！＠レクホール、親子ですごろく、プチフラワー
アレンジメント体験、レザークラフト体験、プチ介護相談、
福祉作業所活動（アクリルたわし作り・枕カバー絵描き）
など

模擬店・販売
工業団地関係企業による出店、模擬店（手作り菓子・採
れたて地元新鮮野菜・藍染作品・ポテト・焼きそばなど）、
販売（ケアホーム白井利用者作品・白井市福祉作業所作品）

児童ルーム 駄菓子を持って昔ながらの紙芝居屋さん登場、お菓子詰
め放題ゲーム

無料配布など お楽しみ抽選会
※駐車場は台数に限りがあります。
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還
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お
り
で
す
。

◆
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除

　

住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
を
利
用
し
て
マ

イ
ホ
ー
ム
を
新
築
・
購
入
・
増
改
築

な
ど
を
し
た
と
き
、
次
の
要
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に
当

て
は
ま
る
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合
に
住
宅
借
入
金
等
特

別
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
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要
件
（
平
成
20
年
中
入
居
者
）

●
取
得
・
増
改
築
の
日
か
ら
6
カ
月

以
内
に
入
居
し
、
以
後
12
月
31
日
ま

で
継
続
し
て
居
住
し
て
い
る
こ
と

●
合
計
所
得
が
3
、
0
0
0
万
円
以

下
で
あ
る
こ
と

●
住
宅
を
取
得
す
る
た
め
の
借
入
金

ま
た
は
債
務
の
償
還
期
間
ま
た
は
賦

払
期
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が
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以
上
で
年
末
残
高
が

あ
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こ
と

●
1
棟
の
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積
が
50
平
方

㍍
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上
で
あ
り
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床
面
積
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2
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1
以
上
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専
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居
住
用
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あ
る
こ
と

●
居
住
年
ま
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の
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の
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用
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な
い
こ
と
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控
除
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控
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ま
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。
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医
療
費
控
除
の
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象
と
な
る
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額

は
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払
っ
た
医
療

費
か
ら
保
険
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な
ど
で
補
て
ん
さ
れ

る
金
額
を
引
き
、さ
ら
に
10
万
円（
総

所
得
金
額
な
ど
が
2
0
0
万
円
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満

の
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合
は
そ
の
5
㌫
相
当
額
）
を
引

い
た
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額
で
す
。

自
書
申
告
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会
や
申

告
指
導
相
談
会

　

給
与
所
得
者
（
年
末
調
整
が
済
ん

で
い
る
人
）、
公
的
年
金
所
得
者
を

対
象
に
自
書
申
告
説
明
会
お
よ
び
東

京
国
税
局
か
ら
委
託
を
受
け
た
㈶
日

本
税
務
協
会
東
京
支
部
が
行
う
申
告

指
導
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
参
加

者
は
自
分
で
申
告
書
を
作
成
し
、
そ

の
場
で
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

作
成
済
み
の
還
付
申
告
書
の
提
出
も

で
き
ま
す
。

　

個
別
で
の
確
定
申
告
の
相
談
は
で

き
ま
せ
ん
。

日
時　

下
表
の
と
お
り

持
ち
物　

左
欄
の
必
要
書
類
、
筆
記

用
具
、
計
算
機
、
印
鑑
、
平
成
20
年

分
の
給
与
・
年
金
の
源
泉
徴
収
票
、

申
告
者
名
義
の
銀
行
（
郵
便
局
）
の

口
座
番
号
が
分
か
る
も
の

問　

課
税
課
市
民
税
班　

内
線
3
1

3
1
〜
3

所
得
税
の
還
付
申
告
は
お
早
め
に

所
得
税
の
還
付
申
告
は
お
早
め
に

　

昨
年
１
年
間
に
家
屋
の
新
築
、
購
入
ま
た
は
増
改
築
を
し
て
昨
年
中
に
入
居
ま
た
は
利
用
を
開
始
し
た
人
や
一
定
額
以
上

の
医
療
費
を
支
払
っ
た
人
な
ど
は
確
定
申
告
を
す
る
こ
と
に
よ
り
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
平
成
20
年

分
の
確
定
申
告
期
間
は
平
成
21
年
2
月
16
日
㈪
か
ら
3
月
16
日
㈪
で
す
が
、
還
付
申
告
は
1
月
か
ら
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

自書申告説明会　
対　象 日　時 場　所

給与所得のみの人（年末調整
が済んでいる人）で住宅借入
金等特別控除を受けたい人

1月30日㈮　9：30 ～ 12：00 白井市役所（６階正庁）

2月5日㈭　13：00 ～ 15：30 保健福祉センター（３階団体活動室）

公的年金所得のみの人、公的
年金と給与所得のある人で
（医療費控除など）住宅借入
金等特別控除以外の理由で所
得控除を受けたい人

1月28日㈬　9：30 ～ 12：00、
13：00 ～ 15：30 西白井複合センター

1月30日㈮　13：00 ～ 15：30 白井市役所（６階正庁）

2月2日㈪　10：30 ～ 12：30、
13：30 ～ 15：30

イオンモール千葉ニュータウン
（モール棟３階イオンホール）

2月3日㈫　10：30 ～ 12：30 イオンモール千葉ニュータウン
（モール棟３階イオンホール）

2月4日㈬　9：30 ～ 12：00、
13：00 ～ 15：30 冨士センター

2月5日㈭　9：30 ～ 12：00 保健福祉センター（３階団体活動室）

給与所得のみ、公的年金所得
のみの人で医療費控除による
所得税の還付を受けたい人

2月3日㈫　13：30 ～ 15：30 イオンモール千葉ニュータウン
（モール棟３階イオンホール）

※税理士による講義形式の説明会です。途中入場はできません。
　2月2日㈪・3日㈫は印西市と合同で開催します。

㈶日本税務協会東京支部による
「公的年金受給者」を対象とした申告指導相談会

対　象 日　時 場　所

公的年金所得のみの人、公的年金と給
与所得のある人で（医療費控除など）
住宅借入金等特別控除以外の理由で所
得控除を受けたい人

1月29日㈭　
9：00 ～ 12：00、13：00 ～ 16：00

白井市役所
（６階正庁）

※税理士が巡回し、助言を受けて自分で申告書を作成します。
自書指導会　

対　象 日　時 場　所

還付申告・住民税の申告 2月10日㈫　
9：00 ～ 11：30、13：00 ～ 16：00

白井市役所
（６階正庁）確定申告・住民税の申告（青色申告・

消費税・贈与税・譲渡所得を除く）

2月16日㈪～ 3月16日㈪の平日　
9：00 ～ 12：00、13：00 ～ 16：00

2月28日㈯・3月7日㈯
9：00 ～ 12：00

※市役所職員が巡回し、助言を受けて自分で申告書を作成します。

必必　　要要　　書書　　類類
【該当する場合に必要な書類】　
○国民年金保険料控除証明書（添付義務あり）
○証明書以外の保険料を納付済の場合は領収証
書　○国民健康保険税の納付済額のお知らせ、介
護保険料・後期高齢者医療保険料の領収書の写
し　○生命保険料、地震保険料の控除証明書　
○障害者手帳などの写し
※障害者手帳を持っていなくても65歳以上で介
護保険の要介護認定を受けている人は、障害者
に準ずるものとして控除の対象に認定される場
合がありますので、高齢者福祉課に相談してく
ださい。
【住宅借入金等特別控除（住宅ローン控除）のあ
る人】
（新築住宅の場合）　○申告者が記載された住民
票　○家屋登記簿謄（抄）本、登記事項証明書
○請負契約書または売買契約書の写し　○住宅
取得資金に係る「借入金の年末残高証明書」
○敷地などの購入に係る控除を受ける場合は、そ
の敷地などの登記簿謄（抄）本、登記事項証明
書と敷地などの分譲の契約書の写し　
（中古住宅の場合）　新築住宅の場合の添付書類
のほか、都市再生機構や住宅供給公社などに対
する債務を引き継いだ場合は債務の承継契約書
の写し、耐震基準に適合する場合は耐震基準適
合証明書または住宅性能評価書の写し
（増改築の場合）　新築住宅の場合の添付書類の
ほか、建築確認通知書の写し・検査済証の写し・
増改築等工事証明書のいずれか1つ
【医療費控除のある人】　
○病院、薬局などの領収書　○保険金などで補
てんされる金額が分かるもの

成田成田税務署からの税務署からのお知らせお知らせ
～～確定申告書作成会確定申告書作成会～～

日程　1月29日㈭～ 3月16日㈪
場所　イオンモール成田2階イオンホール
※この期間は成田税務署内に確定申告書作成会
場は設けていません。
　公共交通機関を利用する場合は京成成田駅前
から千葉交通バスを利用してください。

～～ｅ―Ｔａｘで確定申告ｅ―Ｔａｘで確定申告～～
　国税庁ホームページの「確定申告書等作成コー
ナー」から直接電子申告ができます。本人の電子
署名および電子証明書を付して所得税の確定申
告をe―Tａｘで行うと最高5,000円の所得税の税
額控除が受けられ（平成19年分で控除を受けた
場合は受けられません）、還付金の受領も早くな
ります。医療費の領収書や源泉徴収票などは、書
類の記載内容を入力して送信することにより、提
出を省略することができます（確定申告期限から
3年間、書類の提出または提示を求められること
があります）。

～～確定申告書は手軽に郵送で確定申告書は手軽に郵送で～～
　郵送による申告書の提出もできます。申告書の
控えに税務署の収受印が必要な人は、提出用の申
告書のほかに申告書の控えと切手を張り、住所・
氏名を記入した返信用封筒を同封してください。
送付先・問　〒286―8501、成田市加良部1―15　
成田税務署☎0476（28）5151（代表）

早めの早めの確定申告確定申告をを啓発する啓発する横断幕横断幕
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寄
付
金
控
除
制
度
の
拡

充
　

税
制
改
正
に
よ
り
、
市
・
県
民
税

の
寄
付
金
控
除
の
制
度
が
拡
充
さ
れ

ま
し
た
。
市
が
条
例
で
指
定
し
た
寄

付
金
が
新
た
に
控
除
の
対
象
と
な
る

ほ
か
、控
除
の
方
法
が
所
得
控
除（
所

得
に
税
率
を
掛
け
る
前
の
段
階
で
控

除
さ
れ
る
）
か
ら
税
額
控
除
（
税
金

を
計
算
し
た
後
に
、
直
接
税
金
か
ら

控
除
さ
れ
る
）
に
変
わ
る
た
め
、
控

除
幅
が
大
き
く
な
り
ま
す
。
今
回
の

改
正
内
容
は
平
成
20
年
1
月
1
日
以

降
に
行
っ
た
寄
付
に
つ
い
て
適
用
さ

れ
、
平
成
21
年
度
の
市
・
県
民
税
か

ら
控
除
さ
れ
ま
す
。
寄
付
金
控
除
を

受
け
る
た
め
に
は
、
確
定
申
告
ま
た

は
市
・
県
民
税
の
申
告
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
申
告
に
当
た
っ
て
は
、
寄

付
金
の
受
領
を
証
明
す
る
書
類
（
領

収
書
な
ど
）
を
添
付
す
る
義
務
が
あ

り
ま
す
。

◆
控
除
対
象
寄
付
金

　

従
来
は
都
道
府
県
・
市
区
町
村
に

対
す
る
寄
付
金
、
千
葉
県
共
同
募
金

会
に
対
す
る
寄
付
金
、
日
本
赤
十
字

社
千
葉
県
支
部
に
対
す
る
寄
付
金
の

み
で
し
た
が
、
新
た
に
県
お
よ
び
市

が
条
例
で
指
定
し
た
次
の
法
人
が
加

わ
り
ま
し
た
。

①
県
内
に
主
た
る
事
務
所
が
あ
る
独

立
行
政
法
人
・
公
益
社
団
法
人
・
公

益
財
団
法
人
・
認
定
特
定
非
営
利
活

動
法
人
（
国
税
庁
長
官
の
認
定
を
受

け
た
も
の
）

②
県
内
に
学
校
を
設
置
す
る
国
立
大

学
法
人
・
学
校
法
人
（
入
学
1
年
目

の
年
末
ま
で
に
支
払
っ
た
学
校
に
対

す
る
寄
付
は
、
原
則
と
し
て
寄
付
金

控
除
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
）

③
県
内
で
社
会
福
祉
事
業
を
行
う
社

会
福
祉
法
人

◆
寄
付
金
控
除
額

　

寄
付
金
額
か
ら
5
、
0
0
0
円
を

差
し
引
い
た
額
の
10
㌫
（
市
民
税
分

6
㌫
、
県
民
税
分
4
㌫
）
が
控
除
さ

れ
ま
す
。
控
除
対
象
と
な
る
寄
付
金

額
の
合
計
が
総
所
得
金
額
な
ど
の
30

㌫
を
超
え
る
場
合
に
は
寄
付
金
額
で

は
な
く
、
総
所
得
金
額
な
ど
の
30
㌫

相
当
額
が
控
除
対
象
と
な
り
ま
す
。

公
的
年
金
か
ら
の
特
別

徴
収
制
度

　

公
的
年
金
等
受
給
者
の
納
税
の
便

宜
や
市
町
村
に
お
け
る
徴
収
の
効
率

化
を
図
る
た
め
、
平
成
21
年
10
月
支

給
分
の
公
的
年
金
（
老
齢
基
礎
年
金
・

老
齢
厚
生
年
金
・
退
職
共
済
年
金
な

ど
）か
ら
、市
・
県
民
税
が
天
引
き（
特

別
徴
収
）
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
人
は
当
該
年
度
の
4

月
1
日
現
在
、
公
的
年
金
の
支
払
い

を
受
け
て
い
る
65
歳
以
上
の
人
で
す
。

年
金
支
給
額
が
年
額
18
万
円
未
満
の

人
や
特
別
徴
収
さ
れ
る
税
額
が
年
金

支
給
額
よ
り
大
き
い
人
は
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。
複
数
の
年
金
を
受
給
し

て
い
る
場
合
は
優
先
順
位
が
定
め
ら

れ
て
お
り
、
上
位
の
順
位
の
年
金
が

特
別
徴
収
の
対
象
と
な
る
た
め
、
ほ

か
の
年
金
を
含
め
た
合
計
額
が
年
額

18
万
円
以
上
の
場
合
で
も
特
別
徴
収

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

特
別
徴
収
さ
れ
る
税
額
は
公
的
年

金
な
ど
の
所
得
に
係
る
所
得
割
額
お

よ
び
均
等
割
額
で
、
給
与
所
得
な
ど

に
係
る
所
得
割
額
は
別
途
徴
収
さ
れ

ま
す
。
徴
収
方
法
は
右
表
1
・
2
の

と
お
り
で
す
。

個
人
市
・
県
民
税
に
よ

る
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の

調
整
措
置

　

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
は
所
得
税
に
の

み
適
用
さ
れ
て
い
た
控
除
で
す
が
、

税
源
移
譲
に
よ
り
所
得
税
の
税
額
が

減
少
し
た
こ
と
で
住
宅
ロ
ー
ン
の
控

除
限
度
額
が
所
得
税
を
超
え
、
控
除

し
き
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
所
得
税
か
ら
控
除
し
き

れ
な
い
場
合
は
市
・
県
民
税
か
ら
も

控
除
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

対
象
者
は
平
成
11
年
か
ら
平
成
18
年

末
ま
で
に
入
居
し
た
人
で
、
平
成
20

年
度
か
ら
最
長
で
平
成
28
年
度
ま
で

控
除
さ
れ
、
本
人
の
申
告
に
基
づ
き

適
用
さ
れ
ま
す
。

　

申
告
手
続
き
は
市
・
県
民
税
住
宅

借
入
金
等
特
別
税
額
控
除
申
告
書

（
課
税
課
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
あ
り
ま
す
）
を
3
月
16
日
㈪
ま
で

に
課
税
課
の
窓
口
ま
た
は
確
定
申
告

書
と
一
緒
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

問　

課
税
課
市
民
税
班　

内
線
3
1

3
1
〜
3

表1　　特別徴収を開始する年度（平成21年度）における徴収方法
徴収方法 普通徴収 特別徴収
徴収月 6月 8月 10月 12月 2月

税額 年税額の
1/4

年税額の
1/4

年税額の
1/6

年税額の
1/6

年税額の
1/6

　年度前半は年税額の1/4ずつを6月・8月に普通徴収により徴収します。
　年度後半は年税額から普通徴収した額を控除した額を10月・12月・2月に
おける公的年金などの支払いごとに特別徴収します。

変
わ
り
ま
す

変
わ
り
ま
す  

個
人
市
・
県
民

個
人
市
・
県
民
税税

表2　　　　通常年度（平成22年度以降）における徴収方法

徴収方法
特別徴収

仮徴収 本徴収
徴収月 4月 6月 8月 10月 12月 2月

税額

前年の10月
からその翌
年の3月まで
に徴収した
額の1/3

前年の10月
からその翌
年の3月まで
に徴収した
額の1/3

前年の10月
からその翌
年の3月まで
に徴収した
額の1/3

年税額から
仮徴収した
額を控除し
た額の1/3

年税額から
仮徴収した
額を控除し
た額の1/3

年税額から
仮徴収した
額を控除し
た額の1/3

　年度前半（4月・6月・8月）は前年度の後半（10月・12月・2月）に徴収した額を
仮徴収します。
　年度後半（10月・12月・2月）は年税額から仮徴収した額を控除した額の1/3を特別
徴収します。

　税制改正による市・県民
税の寄付金控除制度の拡
充や公的年金からの特別
徴収制度など、個人市・県
民税の主な改正点をお知
らせします。

企
業
進
出
に
関
す
る
情

報
提
供
を
お
願
い
し
ま

す
　

市
で
は
企
業
誘
致
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
市
民
や
市
内
の
事
業

所
な
ど
か
ら
企
業
進
出
情
報
を
お
寄

せ
い
た
だ
き
、
一
層
の
企
業
誘
致
、

雇
用
の
場
の
確
保
に
つ
な
げ
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
か
ら
「
事

業
用
地
を
探
し
て
い
る
会
社
が
あ
る

企
業
立
地
奨
励
制
度

　

市
で
は
市
内
に
新
設
・
増
設
・
移

転
に
よ
り
事
業
所
を
立
地
し
、
一
定

の
要
件
を
備
え
た
事
業
者
に
対
し
て

奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
。

　

奨
励
金
の
対
象
地
域
・
施
設
は
次

の
と
お
り
で
す
。

対
象
地
域　

市
街
化
区
域
内

対
象
施
設　

次
の
①
か
ら
⑤
を
除
く

工
場
・
研
究
所
・
そ
の
ほ
か
の
事
業

所①
不
動
産
賃
貸
施
設

②
飲
食
施
設

③
娯
楽
施
設

④
浴
場
施
設

⑤
「
風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務

の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
」
に
基

づ
く
許
可
・
届
け
出
を
要
す
る
施
設

奨
励
金
の
種
類
と
内
容　

左
表
の
と

お
り

申
・
問　

指
定
申
請
書
（
企
業
誘
致

推
進
室
・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り

ま
す
）
を
記
入
の
上
、
企
業
誘
致
推

進
室　

内
線
3
2
2
2

奨励金の種類と内容
奨励金 企業立地奨励金 雇用促進奨励金

交付要件
（すべての要件
を満たしてい
ること）

○投下固定資産額が1億円以上であり、
常用雇用者が10人以上の事業者
○対象地域に土地を確保した後、3年以
内に操業を開始する事業者

　対象施設の操業開始日の前後3カ月の
間に雇用した市民常用雇用者を引き続き
1年以上経過した日において5人以上雇用
している事業者

交付額
対象施設の固定資産税および都市計画税
相当額

市民常用雇用者1人につき10万円（市民
常用雇用者が障害者の場合は1人につき
30万円）

交付期間 5年間 1回
指定申請期限 操業開始日から2カ月以内 操業開始日から4カ月以内

注意点

　指定された事業者が、当該年度末まで
に納期が到来する市税、使用料そのほか
公課を期限までに完納しないときは当該
年度の奨励金は交付しません。

　指定された事業者が、操業開始日から
起算して15カ月を経過する日までに納期
が到来する市税、使用料そのほか公課を
期限内に完納しないときは奨励金を交付
しません。

※投下固定資産額とは、事業者が対象施設の新設・増設・移転に要した費用のうち地方税法第341
条に規定する土地、家屋および償却資産の取得合計額をいいます。
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Q　

1
カ
月
前
に
エ
ス
テ
（
エ
ス
テ

テ
ィ
ッ
ク
サ
ロ
ン
）
に
行
き
、
2
年

間
で
24
回
の
痩そ

う
し
ん身
コ
ー
ス
（
35
万
円
）

を
契
約
し
た
。
契
約
時
に
前
払
い
分

と
し
て
2
万
円
支
払
い
、
残
金
は
信

販
会
社
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
で
分
割
払
い

の
契
約
に
し
た
。
後
日
エ
ス
テ
に
予

約
の
電
話
を
し
た
が
つ
な
が
ら
な

か
っ
た
た
め
、
店
舗
に
出
向
い
た
と

こ
ろ
、
倒
産
の
張
り
紙
が
し
て
あ
っ

た
。
1
度
も
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い

な
い
が
、
す
で
に
支
払
っ
た
2
万
円

と
残
金
分
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
は
ど

う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。（

20
代
女
性
）

A　

エ
ス
テ
や
英
会
話
教
室
の
よ
う

に
長
期
間
に
わ
た
る
契
約
で
、
契
約

期
間
中
に
業
者
が
倒
産
を
し
た
場
合
、

前
払
い
し
た
代
金
の
返
還
や
ク
レ

ジ
ッ
ト
契
約
に
関
す
る
問
題
が
生
じ

ま
す
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
の
場
合
は

割か
っ
ぷ賦
販
売
法
の
適
用
を
受
け
「
支
払

い
停
止
の
抗
弁
」
制
度
が
あ
り
ま
す
。

契
約
後
に
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
な

い
な
ど
の
理
由
が
あ
れ
ば
、
信
販
会

社
へ
の
支
払
い
を
拒
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

こ
の
事
例
で
は
エ
ス
テ
業
者
に
対

し
て
、
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
な
い

こ
と
を
理
由
に
契
約
の
解
除
と
返
金

を
求
め
る
書
面
を
配
達
記
録
な
ど
で

送
付
し
、
信
販
会
社
に
は
支
払
い
停

止
の
抗
弁
書
を
送
る
と
よ
い
で
し
ょ

う
。
し
か
し
経
営
破
た
ん
し
た
業
者

に
金
銭
的
な
余
裕
が
な
け
れ
ば
返
金

は
難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
支
払

い
方
法
が
現
金
一
括
前
払
い
や
割
賦

販
売
法
の
適
用
を
受
け
な
い
ク
レ

ジ
ッ
ト
契
約
（
翌
月
1
回
払
い
な
ど
）

を
利
用
し
た
場
合
で
は
被
害
の
回
復

は
難
し
い
よ
う
で
す
。

　

長
期
間
の
契
約
を
す
る
と
き
は
契

約
期
間
中
に
業
者
が
倒
産
す
る
可
能

性
や
リ
ス
ク
な
ど
を
慎
重
に
考
え
ま

し
ょ
う
。

問　

消
費
生
活
相
談
室　

内
線
3
2

9
4
（
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日　

午

前
10
時
〜
午
後
4
時　

市
役
所
2
階

相
談
室
）

エ

ス

テ

の

倒

産

な
ど
」
の
情
報
提
供
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

※
提
供
の
あ
っ
た
情
報
は
企
業
誘
致

活
動
の
目
的
以
外
に
は
使
用
し
ま
せ

ん
。

問　

任
意
の
様
式
に
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
・
企
業
に
関
す
る
情
報（
企

業
名
・
企
業
概
要
・
本
社
所
在
地
・

連
絡
先
な
ど
）
を
記
入
の
上
、
郵
送

か
直
接
企
業
誘
致
推
進
室　

内
線

3
2
2
2
へ

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

お詫びと訂正　広報しろい1月1日号3ページ「環境フォーラム・自らの手で守ろうふるさと白井の自然と環境」の記事の中、
内容○事例発表の中にある「北総生きもの研究会」は「北総里山クラブ」の誤りでした。お詫びして訂正します。
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　市はオーストラリアのビクトリア州キャン
パスピ市と平成10年2月13日に友好都市提携
し、11年目を迎えようとしています。
　友好都市であるキャンパスピ市を皆さんに
もっと知ってもらうため「友好都市提携記念
週間」として記念行事を行います。
【ちびっ子オーストラリアお絵かき教室】
　ＡＬＴ（小・中学校で英語を教えている外
国人の先生）と一緒にお絵かきをしましょう。
日時　2月7日㈯　午後2時～ 3時30分
場所　保健福祉センター
対象　未就学児とその保護者　20組（申し込
み順）
持ち物　クレヨン
申・問　2月2日㈪までに企画政策課企画政策班　内線3352へ
【キャンパスピ市の子どもたちの絵画展】
日時　2月7日㈯～ 13日㈮　午前9時～午後5時
場所　保健福祉センター 1階ロビー　
問　企画政策課企画政策班　内線3352
【オーストラリアの星空を紹介】
　プラネタリウムでオーストラリアの星空を眺めてみましょう。
日時　2月7日㈯・8日㈰・13日㈮　午後1時30分、午後3時
※13日㈮は午後3時のみ投映。
場所　プラネタリウムドーム内
参加費　市内在住者　210円（子どもは100円）、市外在住者　310円（子どもは150円）
問　プラネタリウム館☎（492）1125

キャンパスピ市を肌で感じて
～友好都市提携記念事業～

平
成
21
年
〜
23
年
度
小

規
模
（
簡
易
）
工
事
事

業
者
の
登
録
受
け
付
け

　

市
が
発
注
す
る
小
規
模
な
修
繕
・

工
事
（
1
件
50
万
円
未
満
）
の
受
注

希
望
者
は
登
録
申
請
を
し
て
く
だ
さ

い
。

受
付
期
間
・
時
間　

2
月
16
日
㈪
〜

ALTの先生と一緒にお絵かきALTの先生と一緒にお絵かき

3
月
16
日
㈪
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

午
前
9
時
〜
11
時
、
午
後
1
時
〜
4

時対
象　

市
内
に
本
店
・
本
社
を
有
し
、

入
札
参
加
登
録
を
し
て
い
な
い
法

人
・
個
人

有
効
期
限　

平
成
21
年
4
月
1
日
〜

平
成
24
年
3
月
31
日

申
・
問　

所
定
の
様
式
（
市
財
政
課
・

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
）
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
直
接
財
政
課

管
財
契
約
班
内
線
3
3
3
3
・
5
へ

柏
・
白
井
・
鎌
ケ
谷
環

境
衛
生
組
合
か
ら
の
お

知
ら
せ

　

柏
・
白
井
・
鎌
ケ
谷
環
境
衛
生
組

合
が
発
注
す
る
建
設
工
事
、
測
量
、

物
品
な
ど
の
平
成
21
・
22
年
度
登
録

の
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
を

受
け
付
け
ま
す
。

受
付
期
間　

〜
23
日
㈮
（
土
・
日
曜

日
は
除
く
）

有
効
期
限　

平
成
21
年
4
月
1
日
〜

平
成
23
年
3
月
31
日

申
・
問　

要
領
（
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
あ
り
ま
す
）
を
基
に
所
定
の
様

式
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
）

に
必
要
事
項
を
を
記
入
の
上
、
直
接

柏
・
白
井
・
鎌
ケ
谷
環
境
衛
生
組
合

財
政
係
☎
（
4
4
3
）
7
4
9
7
・

 h
ttp
://w

w
w
.k
ash
iw
a-

sh
iroi-k

am
ag
ay
ak
an
k
y
oe

iseik
u
m
iai.or.jp

へ

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

入
院
な
ど
で
高
額
な
医

療
費
を
負
担
し
た
場
合

　

病
気
や
け
が
な
ど
の
た
め
、
同
じ

人
が
同
じ
月
内
に
同
じ
医
療
機
関
で

保
険
診
療
を
受
け
、
そ
の
医
療
費
が

左
表
の
自
己
負
担
限
度
額
を
超
え
た

場
合
、
超
え
た
額
を
高
額
療
養
費
と

し
て
国
民
健
康
保
険
が
負
担
し
ま
す
。

対
象
金
額
は
保
険
診
療
分
に
限
り
、

入
院
時
の
食
事
代
な
ど
は
含
ま
れ
ま

せ
ん
。

　

高
額
療
養
費
の
支
給
を
受
け
る
た

め
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。
該
当
者

に
は
診
療
月
か
ら
約
2
カ
月
後
に
申

請
に
関
す
る
お
知
ら
せ
を
郵
送
し
ま

す
。
申
請
通
知
書
・
印
鑑
・
保
険
証
・

医
療
費
の
領
収
書
（
写
し
で
も
可
）・

世
帯
主
の
金
融
機
関
の
口
座
が
わ
か

る
も
の
を
持
参
の
上
、
保
険
年
金
課

へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

75
歳
到
達
月
の
自
己
負

担
限
度
額
に
特
例

　

高
額
療
養
費
は
医
療
保
険
制
度
ご

と
に
診
療
月
単
位
で
計
算
す
る
こ
と

か
ら
、
国
保
（
国
民
健
康
保
険
）
加

入
者
が
75
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
て
月

の
途
中
（
月
の
初
日
を
除
く
）
に
長

寿
医
療
制
度
（
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
）
の
被
保
険
者
に
な
る
場
合
や
、

会
社
な
ど
の
健
康
保
険
の
加
入
者
が

長
寿
医
療
制
度
の
被
保
険
者
に
な
る

こ
と
に
伴
い
、
そ
の
被
扶
養
者
が
国

保
に
加
入
す
る
場
合
、
そ
の
月
は
2

つ
の
保
険
制
度
の
自
己
負
担
限
度
額

ま
で
の
負
担
が
必
要
と
な
り
、
被
保

険
者
に
よ
っ
て
は
負
担
が
倍
に
増
え

る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
負
担
増
を
解
消
す
る

た
め
、
平
成
21
年
1
月
か
ら
75
歳
到

達
月
の
自
己
負
担
限
度
は
特
例
と
し

て
半
額
に
減
額
し
ま
し
た
（
下
表
の

例
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
）。
こ
の

特
例
は
平
成
20
年
4
月
か
ら
12
月
に

75
歳
に
到
達
し
た
人
に
も
適
用
さ
れ
、

限
度
額
を
超
え
た
分
は
さ
か
の
ぼ
っ

て
支
給
し
ま
す
。

高
額
療
養
費
の
貸
し
付
け

　

市
で
は
見
込
ま
れ
る
高
額
療
養
費

の
8
割
ま
で
貸
し
付
け
が
で
き
ま
す
。

対
象
者
は
印
鑑
・
保
険
証
・
事
前
に

医
療
機
関
で
証
明
を
受
け
た
申
請
書

を
持
参
の
上
、
保
険
年
金
課
へ
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。
医
療
機
関
に
よ
っ

て
は
こ
の
制
度
を
利
用
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

対
象　

国
保
税
を
納
期
到
来
分
ま
で

完
納
し
て
い
る
世
帯

70
歳
未
満
の
人
が
入
院

す
る
と
き
は

　

70
歳
未
満
の
人
が
入
院
し
た
場
合

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
を
医
療
機

関
に
提
示
す
る
と
、
医
療
機
関
窓
口

で
支
払
う
医
療
費
は
自
己
負
担
限
度

額
ま
で
で
済
み
ま
す
。
住
民
税
非
課

税
世
帯
の
場
合
は
「
限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
を
提
示

す
る
こ
と
で
食
事
療
養
費
の
自
己
負

担
額
も
減
額
さ
れ
ま
す
。
対
象
者
は

印
鑑
・
保
険
証
を
持
参
の
上
、
保
険

年
金
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象　

国
保
税
を
納
期
到
来
分
ま
で

完
納
し
て
い
る
世
帯

70
歳
か
ら
74
歳
の
現
役

並
み
所
得
者
に
係
る
判

定
基
準
の
変
更

　

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
70
歳

か
ら
74
歳
の
人
は
医
療
機
関
で
支
払

う
自
己
負
担
割
合
が
平
成
21
年
1
月

か
ら
1
割
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。

該
当
者
に
は
申
請
書
を
郵
送
し
ま
す

の
で
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象　

①
世
帯
に
自
己
負
担
割
合
が

3
割
の
70
歳
か
ら
74
歳
の
国
保
加
入

者
が
1
人
だ
け
で
い
る

②
世
帯
に
国
保
か
ら
長
寿
医
療
制
度

に
移
行
し
、
そ
の
後
も
継
続
し
て
同

じ
世
帯
に
属
す
る
人
が
い
る

③
①
・
②
の
人
の
合
計
収
入
が
5
2

0
万
円
未
満
で
あ
る

申
・
問　

保
険
年
金
課
国
保
年
金
班

内
線
3
1
7
1
〜
3
へ

自己負担限度額表（70歳未満）
区　分 自己負担限度額 4回目以降の限度額

上位所得者
世帯

150,000円＋（医療費
－500,000円）×１％ 

83,400円

一般
80,100円＋（医療費－
267,000円）×１％ 

44,400円

住民税
非課税世帯

35,400円 24,600円

※上位所得者世帯とは国保税の算定基礎となる基礎控除後
の総所得金額が600万円を超える世帯です。
　4回目以降の限度額とは12カ月間に自己負担限度額を超え
て高額医療費の支給を4回以上受ける場合の4回目以降です。

自己負担限度額表（70歳～ 74歳）

区　分
外来分限度額
（個人）

外来+入院分限度額
（世帯）

現役並み所得者 44,400円
80,100円＋（医療費
－267,000円）×1％

一般 12,000円 44,400円

低所得者
Ⅰ

8,000円
15,000円

Ⅱ 24,600円
※現役並み所得者とは住民税課税所得が145万円以上の人
です（70歳から74歳未満の人の合計収入が2人以上の場合
は520万円未満、1人の場合は383万円未満と申請した場合
は「一般」と同様）。
　現役並み所得者の12カ月間に入院分・世帯限度額を超え
て高額医療費の支給を4回以上受ける場合は、4回目から限
度額が44,400円になります。
　70歳以上の人は個人ごとに外来分の限度額を計算し、入
院分限度額は世帯ごとに計算します。
　対象金額は保険診療部分に限ります。

自己負担限度額表（75歳到達月）

区　分
外来分限度額
（個人）

外来+入院分限度額
（世帯）

現役並み所得者 22,200円
40,050円＋（医療費
－133,500円）×1％

一般 6,000円 22,200円

低所得者
Ⅰ

4,000円
7,500円

Ⅱ 12,300円
※現役並み所得者の12カ月間に入院分・世帯限度額を超え
て高額医療費の支給を4回以上受ける場合は、4回目から限
度額が22,200円になります。
　対象金額は保険診療部分に限ります。

国保・健康保険
など

限度額
44,400円

限度額
22,200円

長寿医療制度 限度額
22,200円

1カ月の負担額 44,400円 44,400円

12月1日 1月1日 1月15日 2月1日

【平成21年1月1日～】

国保・健康保険
など

限度額
44,400円

限度額
44,400円

長寿医療制度 限度額
44,400円

1カ月の負担額 44,400円 88,800円

12月1日 1月1日 1月15日 2月1日

【これまで】

（例）
限度額区分「一般」で1月15日で75歳になる人の場合

知
っ
て
お
き
た
い
国
民
健
康
保
険

医
療
費
が
高
額
に
な
っ
た
時
は
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も
う
す
ぐ
パ
パ
マ
マ
ク

ラ
ス
〜
平
日
コ
ー
ス
〜

　

出
産
や
育
児
に
つ
い
て
学
び
な
が

ら
、
マ
マ
友
達
づ
く
り
を
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

日
程
・
時
間
・
内
容　

下
表
の
と
お

り※
5
課
（
2
月
27
日
㈮
）
赤
ち
ゃ
ん

同
窓
会
の
対
象
は
平
成
20
年
8
月
に

「
も
う
す
ぐ
パ
パ
マ
マ
ク
ラ
ス
」
に

参
加
し
た
人
で
す
。
赤
ち
ゃ
ん
と
一

緒
に
午
後
2
時
30
分
ま
で
に
集
ま
っ

て
く
だ
さ
い
。

場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
4
課
（
2
月
25
日
㈬
）
は
プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ
ム
館
で
す
。

対
象　

お
お
む
ね
妊
娠
6
〜
9
カ
月

の
妊
婦
と
そ
の
家
族　

30
人
（
申
し

込
み
順
）

※
経
産
婦
も
参
加
で
き
ま
す
。

もうすぐパパママクラス（平日コース）日程表
課名 日程 時間 内容
1課 2月4日㈬ 13：30 ～ 16：00 妊娠中の生活・妊婦体操
2課 2月9日㈪ 10：00 ～ 13：00 妊娠期からの食生活（調理実習）

3課 2月16日㈪ 13：30 ～ 16：00 お産の経過と呼吸法妊娠中の歯の保健
4課 2月25日㈬ 13：30 ～ 15：00 マタニティコンサート＋α

5課 2月27日㈮ 13：30 ～ 16：00
赤ちゃんのお風呂の入れ方
先輩ママ＆赤ちゃんとの交流
（赤ちゃん同窓会）

※妊婦体験ジャケットの試着は随時行います。

生活習慣病予防講座日程表
コース名 日程 時間 場所

土曜日保
健コース

1課 2月14日㈯ 9:30 ～ 12:00 保健福祉セ
ンター

2課 2月21日㈯ 9:30 ～ 12:30
3課 2月28日㈯ 9:30 ～ 12:00

平日複合
コース

1課 3月4日㈬ 9:30 ～ 12:00 西白井複合
センター2課 3月11日㈬ 9:30 ～ 12:30

3課 3月18日㈬ 9:30 ～ 12:00
保健福祉セ
ンター

　

市
で
は
子
ど
も
が
笑
顔
で
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
「
し
ろ

い
子
ど
も
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、
現

在
は
平
成
21
年
度
ま
で
の
計
画
（
前

期
計
画
）
を
基
に
さ
ま
ざ
ま
な
子
育

て
支
援
事
業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
か
ら
始
め
る
後
期
計

画
の
策
定
の
た
め
、
し
ろ
い
子
ど
も

プ
ラ
ン
策
定
地
域
協
議
会
の
公
募
委

員
を
募
集
し
ま
す
。

任
期　

委
嘱
日
か
ら
平
成
22
年
3
月

ま
で

※
平
成
20
年
度
1
回
、
平
成
21
年
度

6
回
程
度
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

し
ろ
い

し
ろ
い
子
ど
も
プ
ラ
ン

子
ど
も
プ
ラ
ン

　

策
定
地
域
協
議
会
委
員
を
募
集

　

策
定
地
域
協
議
会
委
員
を
募
集

対
象　

市
内
在
住
満
20
歳
以
上
で
子

育
て
支
援
に
関
心
が
あ
り
、
平
日
の

会
議
に
出
席
で
き
る
人　

3
人
（
選

考
基
準
に
よ
り
選
考
）

※
選
考
結
果
は
応
募
者
全
員
に
通
知

し
ま
す
。

報
償　

平
成
20
年
度　

会
議
1
回
に

付
き
5
、0
0
0
円　

平
成
21
年
度

年
額
2
0
、0
0
0
円

◆
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
ご
協
力
を

　

し
ろ
い
子
ど
も
プ
ラ
ン
策
定
に
当

た
り
、
よ
り
多
く
の
意
見
や
現
状
の

把
握
を
行
い
、
計
画
に
反
映
さ
せ
る

た
め
無
作
為
で
抽
出
し
た
市
内
在
住

の
1
、
3
0
0
人
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
し
ま
す
。
対
象
者
に
は
1

月
中
旬
ま
で
に
郵
送
し
ま
す
の
で
、

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

申
・
問　

1
月
30
日
㈮
ま
で
に
所
定

の
申
込
書
（
児
童
家
庭
課
、
各
セ
ン

タ
ー
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま

す
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
郵

送
か
直
接
児
童
家
庭
課
児
童
家
庭
班

☎
（
4
9
7
）
3
4
8
7
へ

　日ごろの悩みをおしゃべりしながら、おもちゃの
製作や離乳食の試食、絵本の紹介など、楽しいひと
ときを過ごしましょう。
日時　29日㈭　
午前の部　午前10時30分～正午
午後の部　午後1時30分～ 3時
場所　ドリーム＊ポケット（はなぶさ保育園内）
対象　市内在住の1歳未満の子とその保護者　各部5
組（申し込み順）
持ち物　赤ちゃんマット（バスタオルなど）、お食事
エプロン、子ども用スプーン
参加費　無料
申・ 問　子育て広場ドリーム＊ポケット☎（497）
7872へ

　正月太りが気になっている人、冬の寒さで
体を動かす機会がめっきり減っている人、新
年明けて健康づくりを計画している人におす
すめの生活習慣病予防をテーマにした講座で
す。体験しながら楽しく学びませんか。
日時・場所　下表のとおり
対象　市内在住　各コース5人（申し込み順）
内容・講師　1課　一緒に「健康目標」をた
てませんか・保健師、歯科衛生士
2課　「たっぷり食べてもヘルシー」食事を
作って味わいましょう・栄養士
3課　「体を動かすって気持ちいいね」を体験
しましょう・健康運動指導士
参加費　200円（調理実習材料費）
申・問　1月30日㈮までに電話か直接健康課保
健予防班☎（497）3495へ

保
育　

あ
り

参
加
費　

2
0
0
円
（
調
理
実
習
材

料
費
）

持
ち
物　

母
子
手
帳
、
筆
記
用
具

※
日
程
に
よ
り
エ
プ
ロ
ン
や
体
操
の

で
き
る
服
装
が
必
要
で
す
。

申
・
問　

1
月
30
日
㈮
ま
で
に
電

話
か
直
接
健
康
課
母
子
保
健
班
☎

（
4
9
7
）
3
4
9
5
へ

※
保
育
希
望
者
は
申
込
時
に
必
ず
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　保健・福祉に関する制度の概要や担当部署、
相談窓口を紹介するガイドブックを作成しま
した。保健福祉センター、市役所、各センター
で配布しています。市のホームページにも掲
載しています。
問　保健福祉相談室相談支援班☎（497）3491

しろい保健福祉ガイドブック2008しろい保健福祉ガイドブック2008

生活習慣病予防講座生活習慣病予防講座

親子座談会
あかちゃんポケット

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

ふるさと産品認定品一覧
新規 製品名（商品名） 事業所名 所在地 電話番号

日本梨 白井市梨業組合 印西市西の原4-3
（西印旛農協内）

0476
（48）2207● しろいの自然薯 白井市自然薯研究会

梨ブランデー／白井

白井梨ブランデー㈱ 白井市根20-1 （497）1477

梨ブランデー／梨のしずく（黒・赤）
梨ブランデーケーキ（プレーン・チョコ・紅茶）
梨ゼリー／幸水
スーパーなし酎

● なし坊サブレ
● なし坊のゼリー
● かおりのゼリー
● ビーナスの胸
● さちのケーキ
● 白い誘惑
● なし坊とかおりのあめ
産地・農園指定及び100％天日干し乾燥の手焼
きのレギュラーコーヒー

㈲遠山珈琲 白井市根1889-6 （491）8440コーヒーブランデーケーキ
● 白井の梨のジュース
さつまやの大どら ㈲さつまや 白井市白井423 （497）0621
梨ブランデーケーキ
落花生最中（落花生粒入りこしあん・ピーナッ
ツクリーム入り白あん 勝柴製菓 白井市根97 （491）0629

　市では市内で生産された農作物や製造・加工さ
れた製品など郷土を象徴する特産品を「ふるさ
と産品」に認定しており、昨年12月に新たに9品
目が加わり、現在20品目が認定されています（下
表参照）。このふるさと産品の認定・推奨・育成
を目的に「ふるさと産品認定審査会」を設置し
ています。
　市民委員を募集しますので地場産品に興味の
ある人は応募してください。
任期　委嘱日より2年間
対象　市内在住（5年以上）満20歳以上で平日の
会議に出席できる人　2人（選考基準により選考）
報償　会議1回　5,000円（年間2回程度開催予定）
申・問　30日㈮までに所定の応募用紙（商工振興課、各センター、ホームページにあります）
に必要事項を記入の上、郵送か直接商工振興課商工振興班　内線3242へ

ふるさと産品認定審査会委員募集ふるさと産品認定審査会委員募集

新たに認定された新たに認定されたふるさと産品ふるさと産品

　梨ブランデーケーキ
「さちのケーキ」「たか
のケーキ」「長十郎の
ケーキ」に続き、なし
坊のお父さん「ゆたか」
のケーキ「ゆたかの日
本酒ケーキ」が発売さ
れました。
　日本酒「八海山」を
使い、これまでのケーキと違った風味をお楽
しみいただけます。
価格　1本入り　1,575円、ハーフ　800円
問　白井梨ブランデー㈱☎（497）1477

ゆたかの日本酒ケーキゆたかの日本酒ケーキ
新発売新発売

なし坊ファミリーシリーズなし坊ファミリーシリーズ

ゆたかの日本酒ケーキゆたかの日本酒ケーキ

2009.1.155
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幣束（左：表、右：裏）

対
象　

一
般　

30
人
（
申
し
込
み
順
）

※
市
内
在
住
・
在
勤
の
場
合
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
希
望
し
な
い
人
で
も
受

講
で
き
ま
す
。

申
・
問　

2
月
6
日
㈮
午
後
5
時
ま

で
に
、
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
を

電
話
か
直
接
生
涯
学
習
課　

内
線
3

4
3
1
・
2
へ

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
集

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
、
4
カ
月

育
児
相
談
時
に
行
う
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー

ト
事
業
の
補
助
（
保
護
者
へ
の
説
明

や
赤
ち
ゃ
ん
へ
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
）

を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま

す
。

対
象　

市
内
在
住
で
子
ど
も
と
絵
本

に
興
味
が
あ
る
人　

5
人
（
申
し
込

み
順
）

※
2
月
10
日
㈫
の
講
習
会
に
参
加
で

き
る
人
（
受
講
後
、
登
録
し
て
い
た

だ
き
ま
す
）。

活
動
期
間　

平
成
21
年
4
月
〜
平
成

22
年
3
月
の
4
カ
月
育
児
相
談
（
活

動
は
1
・
2
カ
月
に
1
回
程
度
）

申　

1
月
30
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直

接
、
図
書
館
児
童
カ
ウ
ン
タ
ー
☎

（
4
9
2
）
1
1
2
2
へ

　

望
遠
鏡
で
初
め
て
ガ
リ
レ
オ
が

星
を
見
て
か
ら
今
年
で
ち
ょ
う
ど

4
0
0
年
、
40
年
前
に
は
人
類
は
月

に
第
一
歩
を
記
し
て
い
ま
す
。
宇
宙

関
連
の
話
題
に
事
欠
か
な
い
毎
日
で

す
が
、
ま
だ
ま
だ
宇
宙
が
「
身
近
」

と
は
実
感
で
き
な
い
の
が
実
情
で

し
ょ
う
。
4
0
0
年
前
の
ガ
リ
レ
オ

に
な
っ
た
気
分
で
星
を
眺
め
「
宇
宙

空
間
」
を
実
感
し
た
り
、
ア
ポ
ロ
以

降
の
宇
宙
開
発
に
よ
っ
て
生
み
出
さ

れ
た
「
身
近
」
な
も
の
の
話
や
、
現

在
建
設
中
の
国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
ホ
ッ
ト
な
話
題
も
お
届
け
し
ま

す
。
宇
宙
が
身
近
に
な
る
全
3
回
の

講
座
で
す
。

日
時
・
講
師　

右
下
表
の
と
お
り

場
所　

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
館

参
加
費　

無
料

スポーツコミュニティみなみ
フェスティバル

　総合型地域スポーツクラブのスポーツコミュニ
ティみなみでは、毎年恒例のイベントを行います。
大人も子どももスポーツを通して楽しみませんか。
日時　25日㈰　午前10時～午後2時（雨天決行）
場所　南山小学校（校庭・体育館）
対象　一般（自由参加）
参加費　無料
イベント内容
【体験種目】合気道、ティーボール
【みんなで楽しもう】バドミントン、ドッジボール
【お昼】お餅つき（つきたてのお餅を配ります）、
豚汁（エコのため、お椀とお箸を持参してください）
問　スポーツコミュニティみなみ☎（492）7303、
市生涯学習課スポーツ振興班　内線3434

文化財防火デーと防災訓練
　昭和24年1月26日は日本を代表する文化遺産「法
隆寺の金堂壁画」が焼失した日です。
　国ではこのような悲しい事件の再発防止を目的
に、毎年1月26日を「文化財防火デー」と定め、文
化財を災害から守る運動を全国各地で展開してい
ます。
市でも市民とともに先人が残した貴重な文化遺産
を守っていくため、消防署・消防団と協力して防
災訓練を実施します。
　今年の訓練は市指定の聖徳太子立像のある富塚
地区の西輪寺で行いますので、ぜひ見学に来てく
ださい。
日時　24日㈯　午前10時～
※天候により中止になる場合があります。
場所　西輪寺（富塚）
問　文化課文化班☎（492）1123

身
近
に
あ
る
宇
宙　

そ
の
ト
ビ
ラ
を
開
き
ま
し
ょ
う

〜
星
を
見
る
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
〜

　

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
館
で
行
う
「
星
を
見
る
会
」
で
説
明
す
る
た
め
の
知

識
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
星
や
宇
宙
に
つ
い
て
興
味
の
あ
る
人
、
星
を

見
る
会
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
活
躍
し
た
い
人
を
対
象
と
し

た
講
座
で
す
。

古
き
を
温
め
新
し
き
を
知
る

　

富
ケ
沢
地
区
で
は
毎
年
1
月
25

日
に
「
辻つ
じ
ぎ切
り
」
と
い
う
行
事
が

行
わ
れ
ま
す
。

　

日
本
の
村
々
で
は
古
く
か
ら
疫

病
な
ど
が
村
境
か
ら
道
を
通
じ
て

入
っ
て
く
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た

た
め
、
村
の
出
入
口
に
あ
た
る

「
辻
」
に
悪
疫
な
ど
の
侵
入
予
防

を
目
的
に
道ど
う
そ
じ
ん

祖
神
を
安
置
し
た
り
、

注し
め
な
わ
連
縄
を
張
っ
た
り
、
草わ

ら
じ鞋
や
藁わ

ら

で
編
ん
だ
大
蛇
な
ど
を
設
置
し
て

備
え
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
村
と

村
と
の
境
界
で
行
わ
れ
る
行
事
の

一
つ
に
「
辻
切
り
」
が
あ
り
ま
す
。

か
つ
て
の
村
は
お
お
む
ね
現
在
の

地
区
に
相
当
し
ま
す
の
で
、
現
代

風
に
い
え
ば
地
区
境
で
行
わ
れ
る

行
事
と
い
え
ま
す
。

　

富
ケ
沢
地
区
の
「
辻
切
り
」
で

は
御
札
、
杉
の
枝
葉
、
藁
で
編
ん

だ
輪
（
注
連
縄
）
を
篠
竹
に
括
り

つ
け
た
幣へ
い
そ
く束
を
用
い
ま
す
。
御

札
に
書
か
れ
て
い
る
文
字
に
特
徴

が
あ
り
、
表
面
に
は
「
鬼
」
と

「
急

き
ゅ
う
き
ゅ
う
に
ょ

急
如
律り

つ
り
ょ
う
令
」、
裏
面
に
は

「
☆
」
と
縦
の
線
と
横
の
線
が
交

差
し
て
い
る
記
号
の
よ
う
な
も
の

が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
一
見
す
る

と
何
が
書
い
て
あ
る
の
か
理
解
が

難
し
い
の
で
す
が
、
こ
れ
ら
は
い

ず
れ
も
呪

ま
じ
ない
で
使
用
さ
れ
る
文
字

や
記
号
で
す
。

　
「
急
急
如
律
令
」
は
、
も
と
も

と
古
代
中
国
で
法
令
な
ど
の
最
後

に
書
か
れ
た
言
葉
で
「
速
や
か
に

執
り
行
え
」
と
い
っ
た
意
味
と
し

て
使
わ
れ
ま
し
た
が
、
日
本
で
は

吉
凶
を
占
う
陰

お
ん
み
ょ
う
ど
う

陽
道
の
呪
文
の

最
後
に
添
え
る
文
言
と
し
て
用
い

ら
れ
ま
し
た
。
☆
は
五ご
ぼ
う
せ
い

芒
星
と

い
っ
て
陰
陽
道
で
魔
除
け
の
呪
符

（
お
守
り
）
と
し
て
使
用
さ
れ
た

も
の
で
す
。
縦
横
の
線
は
九く

じ字
と

い
い
横
線
を
5
本
、
縦
線
を
4
本

引
い
て
井
桁
状
に
交
差
さ
せ
た
も

の
で
、
修
験
者
な
ど
が
、
災
害
を

払
う
護
身
の
呪
い
と
し
て
唱
え
た

9
つ
の
漢
字
を
記
号
化
し
た
も
の

で
す
。
富
ケ
沢
地
区
で
は
線
を
交

差
さ
せ
る
意
匠
と
し
て
主
に
伝
来

し
た
た
め
か
、
線
の
本
数
が
本
来

と
は
異
な
る
よ
う
で
す
。

　

右
の
写
真
の
よ
う
に
幣
束
に
付

け
ら
れ
た
御
札
に
記
さ
れ
た
文
字

は
、
疫
病
や
災
厄
避
け
を
目
的
と

し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。
製
作
さ
れ
た
幣
束
は
村
の

外
か
ら
入
っ
て
く
る
悪
い
侵
入
者

を
防
ぎ
、
村
人
の
生
活
の
安
全
を

守
る
た
め
、
地
区
の
家
並
み
が
途

切
れ
る
場
所
や
道
が
交
差
す
る
場

所
、
4
カ
所
に
設
置
さ
れ
ま
す
。

　

富
ケ
沢
地
区
で
は
古
来
よ
り
こ

の
伝
統
的
な
行
事
を
脈
々
と
受
け

継
い
で
い
ま
す
。

問　

郷
土
資
料
館
☎
（
4
9
2
）

1
1
2
4

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

富

ケ

沢

の

辻

切

り

◆
南
山
中
学
校
区
地
区
社
会
福
祉
協

議
会　

ホ
ー
ミ
ィ
ー
・
プ
ラ
ザ
職
員

募
集

対
象　

普
通
運
転
免
許
取
得
者
で
簡

単
な
パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で
き
る
人　

1
人　

勤
務
場
所　

南
山
小
学
校
内

業
務
内
容　

福
祉
関
係
事
務　

勤
務

日
時　

2
月
1
日
㈰
〜
（
火
・
木
・

土
曜
日
）　

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

（
週
2
日
ま
た
は
1
日
）　

時
給　

8
3
0
円
（
通
勤
手
当
あ
り
）

※
面
接
あ
り

申
・
問　

1
月
23
日
㈮
ま
で
に

履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
社
会
福
祉
協
議
会
☎
（
4
9
2
）

5
7
1
3
へ

◆
白
井
第
三
ゆ
う
ゆ
う
ク
ラ
ブ
指
導

員
募
集

　

白
井
第
三
ゆ
う
ゆ
う
ク
ラ
ブ
（
白

井
第
三
小
学
校
敷
地
内
）
で
は
、
放

課
後
の
小
学
生
の
保
育
・
指
導
を
す

る
指
導
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
明

る
く
元
気
で
子
ど
も
好
き
な
人
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

募
集
内
容　

補
助
指
導
員　

応
募
資

格　

20
歳
以
上
の
健
康
な
人
（
保
育

士
・
教
員
資
格
な
ど
を
持
つ
人
を
優

先
し
ま
す
）　

勤
務
日
・
時
間　

平

日　

午
後
2
時
〜
6
時

日
時　

31
日
㈯　

 

午
後
1
時
〜
4

時　

場
所　

成
田
市
中
央
公
民
館

対
象　

一
般
（
予
約
不
要
）　

相
談

料　

無
料

問　

千
葉
中
央
法
律
事
務
所
☎
0
4

3
（
2
2
5
）
4
5
6
7

◆
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ぬ
く
も
り
の
会
無
料

講
演
会

【
成
年
後
見
制
度
の
概
要
】

日
時　

25
日
㈰　

午
後
1
時
30
分
〜

3
時　

場
所　

白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー

講
師　

行
政
書
士　

鈴
木
昭
美
さ
ん

【
無
料
相
談
会
】

日
時　

25
日
㈰　

午
後
3
時
〜
4
時

場
所　

白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー　

対
応

行
政
書
士

問　

高
木
☎
（
4
8
4
）
8
3
9
5

◆
市
民
公
開
講
座　

C
型
肝
炎
の
や

さ
し
い
お
話
〜
肝
が
ん
を
撲
滅
す
る

た
め
に
〜

日
時　

2
月
7
日
㈯　

午
後
2
時
〜

（
開
場
午
後
1
時
30
分
）　

場
所　

日

本
医
科
大
学
看
護
専
門
学
校
講
堂

※
印
旛
日
医
大
駅
か
ら
無
料
の
送
迎

バ
ス
が
あ
り
ま
す
。

対
象　

一
般　

2
0
0
人
（
先
着
順
）

問　

千
葉
肝
臓
友
の
会
☎
（
4
6
0
）

7
0
5
5
（
火
・
金
曜
日
の
午
前
10

時
か
ら
午
後
3
時
）

申
・
問　

白
井
第
三
ゆ
う
ゆ
う
ク
ラ

ブ
☎
（
4
9
7
）
2
3
9
7
（
平
日

午
後
0
時
30
分
〜
6
時
）
へ

◆
大
山
口
あ
お
ぞ
ら
学
童
保
育
所
指

導
員
募
集

　

大
山
口
あ
お
ぞ
ら
学
童
保
育
所

（
大
山
口
小
学
校
敷
地
内
）
で
は
、

放
課
後
に
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
過

ご
す
指
導
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
が
大
好
き
な
人
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

募
集
内
容　

専
任
指
導
員
、
補
助
指

導
員　

応
募
資
格　

20
歳
以
上
の
健

康
な
人
（
保
育
士
・
教
員
資
格
な
ど

を
持
つ
人
を
優
先
し
ま
す
）　

勤
務

日
・
時
間　
〔
専
任
指
導
員
〕
週
5
日
・

平
日
正
午
〜
7
時
、〔
補
助
指
導
員
〕

週
2
日
・
平
日
午
後
1
時
〜
7
時
の

間
（
4
〜
5
時
間
位
）

申
・
問　

大
山
口
あ
お
ぞ
ら
学
童
保

育
所
☎
（
4
9
1
）
2
3
6
4
（
平

日
の
正
午
〜
7
時
）
へ

※
電
話
の
上
、
履
歴
書
を
持
参
く
だ

さ
い
。

◆
労
災
職
業
病
な
ん
で
も
相
談
会

　

労
災
や
職
業
病
の
こ
と
な
ど
、
弁

護
士
、社
会
保
険
労
務
士
、ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
が
相
談
を
受
け
ま

す
。

日　時 講　師
① 2月10日㈫
10:30 ～ 11:30

プラネタリウム館
職員

② 2月21日㈯
13:15 ～ 14:30

足立 昌孝さん
（JAXA/宇宙航空
研究開発機構）

③ 3月5日㈭
10:30 ～ 11:30

プラネタリウム館
職員

日程表

※②は公開講座とし、後日申し込みを
受け付けます。

　

社
会
教
育
活
動
（
学
術
お
よ
び
文

化
に
関
す
る
各
種
教
養
を
高
め
る
活

動
、
生
活
を
充
実
さ
せ
る
活
動
、
地

域
を
よ
く
す
る
た
め
に
行
わ
れ
る
学

習
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
活
動
）

を
し
て
い
る
団
体
で
平
成
21
年
度
の

認
定
を
希
望
す
る
団
体
は
、
申
請
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
認
定
さ
れ

た
団
体
は
公
民
館
な
ど
の
使
用
料
が

2
分
の
1
に
減
免
さ
れ
ま
す
（
た
だ

し
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
な
ど

は
除
く
）。

認
定
期
間　

平
成
21
年
4
月
1
日
〜

平
成
22
年
3
月
31
日

※
平
成
20
年
度
に
認
定
さ
れ
た
団
体

も
新
た
に
申
請
が
必
要
で
す
。

申
・
問　

2
月
13
日
㈮
ま
で
に
申
請

書
、
事
業
・
会
計
報
告
書
、
事
業
計
画
・

予
算
案
、
役
員
・
会
員
名
簿
、
減
免

申
請
書
（
申
請
書
類
一
式
は
生
涯
学

習
課
・
各
セ
ン
タ
ー
・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
直
接
生
涯
学
習
課
社
会
教

育
班　

内
線
3
4
3
3
か
活
動
拠
点

と
し
て
い
る
各
セ
ン
タ
ー
へ

※
「
ち
ば
電
子
申
請
・
届
出
サ
ー
ビ

ス
」
を
利
用
し
た
申
請
も
で
き
ま
す
。

社
会
教
育
関
係
団
体
の
認
定
申
請

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー



2009.1.157

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

募

集
・

伝

言

板

白井市100人会議

１
０
０
人
会
議
は
3
月
ま
で

2009-1

52

12
月
13
日
の
会
議

　

環
境
美
化
を
推
進
す
る
市
長
委

嘱
の
1
0
0
人
会
議
は
、
ア
ダ
プ

ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
導
入
と
普
及
を

終
着
点
と
し
、
平
成
20
年
度
末
を

も
っ
て
終
了
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
最
重
要
課
題
と
し

て
、
今
ま
で
の
活
動
を
発
展
的
に

移
行
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
私
た
ち
は
平
成
15
年
度
か
ら

1
0
0
人
会
議
を
推
進
し
、
着
実

に
成
果
を
出
し
て
き
ま
し
た
。
こ

れ
を
水
泡
化
さ
せ
る
わ
け
に
は
い

き
ま
せ
ん
。
今
後
は
6
年
間
の
実

績
を
美
化
活
動
以
外
の
分
野
も
視

野
に
い
れ
た
展
開
が
望
ま
れ
る
で

し
ょ
う
。

　

今
月
ま
で
「
1
0
0
人
会
議
の

方
向
性
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
、

3
回
の
討
議
を
行
い
大
筋
の
集
約

が
得
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
集
約
案

を
た
た
き
台
に
推
進
委
員
各
自
の

意
見
・
提
案
を
課
題
と
し
て
、
今

後
の
会
議
で
1
0
0
人
会
議
の
提

言
を
結
論
付
け
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。

　

そ
の
ほ
か
、
例
年
実
施
し
て
き

た
駅
構
内
へ
の
パ
ネ
ル
展
示
は
、

西
白
井
駅
と
白
井
駅
の
2
駅
と
し
、

駅
前
の
灰
皿
増
設
な
ど
に
つ
い
て

も
話
し
合
い
を
し
ま
し
た
。

12
月
6
日
除
草
作
業

　

去
る
10
月
4
日
に
植
え
た
白
井

停
車
場
線
中
央
分
離
帯
の
ビ
オ
ラ

の
花
が
雑
草
に
埋
も
れ
て
し
ま
い

そ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
午
前

9
時
か
ら
（
早
い
人
は
8
時
30
分

ご
ろ
か
ら
）
12
人
が
集
ま
っ
て
除

草
作
業
を
し
ま
し
た
。
市
職
員
1

人
と
新
市
長
も
一
緒
に
作
業
を
し

て
く
れ
ま
し
た
。
3
月
末
ま
で
は

1
0
0
人
会
議
で
こ
の
花
壇
の
花

を
美
し
く
咲
か
せ
、
市
民
の
癒
し

に
努
め
心
無
い
人
の
「
ポ
イ
捨
て

防
止
」
を
求
め
続
け
ま
す
。

環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
に

出
展

　

2
月
7
日
㈯
に
文
化
会
館
で
環

境
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
自
ら
の
手
で
守

ろ
う
白
井
の
自
然
と
環
境
」
が
開

か
れ
1
0
0
人
会
議
も
ア
ダ
プ
ト

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
成
果
を
パ
ネ
ル
展

示
し
ま
す
。
今
年
は
池
の
上
小
学

校
の
「
鮭
の
放
流
」
と
い
う
白
井

で
は
珍
し
い
テ
ー
マ
の
発
表
も
あ

る
の
で
ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

 

⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇

問　

市
民
参
加
推
進
課
1
0
0
人

会
議
事
務
局　

内
線
3
1
5
1

※
こ
の
記
事
は
1
0
0
人
会
議
に

よ
り
作
成
さ
れ
た
も
の
で
す
。

◆
在
宅
が
ん
緩
和
ケ
ア
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

在
宅
ホ
ス
ピ
ス
医
の
内
藤
い
づ
み

さ
ん
の
講
演
の
ほ
か
、
在
宅
緩
和
ケ

ア
の
現
状
、
今
後
の
方
向
性
な
ど
を

話
し
合
い
ま
す
。

日
時　

2
月
1
日
㈰　

午
後
1
時
〜

4
時
30
分
（
開
場　

正
午
）　

場
所

船
橋
市
勤
労
市
民
セ
ン
タ
ー　

対
象

千
葉
県
民
お
よ
び
在
宅
緩
和
ケ
ア
に

携
わ
る
施
設
関
係
者
な
ど　

3
5
0

人
（
申
し
込
み
順
）

申　

往
復
は
が
き
・
フ
ァ
ク
ス
・
E

メ
ー
ル
に
代
表
者
の
氏
名
・
郵
便
番

号
・
住
所
・
職
業
（
所
属
）・
フ
ァ

ク
ス
番
号
・
同
伴
者
名
・
参
加
人
数

を
記
入
の
上
、
〒
2
7
3
―
0
8
5

3
、
船
橋
市
金
杉
台
7
―
40
―
3

N
P
O
法
人
「
ピ
ュ
ア
」
フ
ォ
ー

ラ
ム
係
℻  
（
4
4
8
）
7
6
8
9
・

p
u
r
e
-jim

e
@
w
in
d
.

san
n
et.n
e.jp

へ

問　

千
葉
県
健
康
福
祉
部
健
康
づ

く
り
支
援
課
在
宅
が
ん
緩
和
ケ
ア

フ
ォ
ー
ラ
ム
係
☎
0
4
3
（
2
2
3
）

2
6
8
6

◆
よ
り
若
く
美
し
く　

ビ
ュ
ー
テ
ィ

フ
ル
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

　

美
し
い
姿
勢
で
さ
っ
そ
う
と
歩
い

て
い
る
人
を
あ
ま
り
見
か
け
な
く
な

り
ま
し
た
。
歩
幅
の
狭
い
人
、
左
右

に
揺
れ
る
人
、
O
脚
X
脚
、
猫
背
の

人
が
年
齢
を
重
ね
る
ほ
ど
増
え
て
き

ま
す
。
で
も
、
今
気
が
付
い
た
な
ら

大
丈
夫
、
早
速
、
新
年
か
ら
始
め
ま

せ
ん
か
。

日
時　

第
1
・
3
水
曜
日　

午
後
1

時
〜
3
時　

場
所　

西
白
井
複
合
セ

ン
タ
ー　

内
容　

ス
ト
レ
ッ
チ
体
操

と
正
し
い
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
の
レ
ッ
ス

ン　

参
加
費　

月
2
、5
0
0
円（
ビ

ジ
タ
ー
制
度
も
あ
り
ま
す
）

問　

マ
リ
リ
ン
ウ
オ
ー
ク　

こ
う
の

☎
（
4
9
2
）
5
4
6
6

◆
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
印
西
白
井
第
1
団

餅
つ
き
＆
体
験
入
隊
、
入
団
説
明
会

日
時　

2
月
1
日
㈰　

午
前
10
時
〜

午
後
2
時　

場
所　

県
立
北
総
花
の

丘
公
園　

対
象　

幼
稚
園
児
〜
小
学

4
年
生　

参
加
費　

1
0
0
円
（
保

険
代
）　

持
ち
物　

皿
、
わ
ん
、
は
し

申
・
問　

1
月
27
日
㈫
ま
で
に
大
友

☎
0
4
7
6
（
4
7
）
2
1
6
8
へ

◆
白
井
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ　

レ

オ
タ
ー
ド

　

明
る
く
、
健
康
的
に
レ
ッ
ス
ン
を

し
て
い
ま
す
。
い
つ
で
も
無
料
体
験

レ
ッ
ス
ン
が
で
き
ま
す
。
2
月
15
日

㈰
の
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り

に
出
演
し
ま
す
の
で
、
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

日
時　

毎
週
木
曜
日　

午
後
7
時
10

分
〜
9
時　

場
所　

西
白
井
複
合
セ

ン
タ
ー

問　

橘
☎
（
4
9
1
）
4
7
1
9

◆
美
を
追
求
す
る
社
交
ダ
ン
ス
講
座

　

ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
を
目
指
す

人
を
対
象
に
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー
で

講
座
を
行
っ
て
い
ま
す
。
参
加
費
は

両
サ
ー
ク
ル
共
に
全
6
回
で
、
1
回

1
、
0
0
0
円
（
一
括
前
納
の
場
合

は
5
、
0
0
0
円
）
で
す
。

【
D
・
A
・
D
・
A
舞
夢
白
井
】

日
時　

2
月
14
日
・
21
日
・
28
日
、

3
月
7
日
・
14
日
・
21
日
（
各
土
曜

日
）　

午
後
6
時
15
分
〜
7
時
15
分

【
D
・
A
・
D
・
A
舞
夢
S
D
C
サ
ー

ク
ル
】

日
時　

2
月
8
日
・
15
日
・
22
日
、

3
月
1
日
・
8
日
・
15
日
（
各
日
曜
日
）

午
後
1
時
15
分
〜
2
時
15
分

問　

髙
木
☎
（
4
9
2
）
3
7
6
0

◆
大
正
琴
サ
ー
ク
ル　

水
陽
会

　

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
童
謡
や

歌
謡
曲
な
ど
の
練
習
を
し
て
い
ま

す
。
2
月
15
日
㈰
の
西
白
井
複
合
セ

ン
タ
ー
ま
つ
り
に
出
演
し
ま
す
の
で
、

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
程　

毎
月
2
回
（
水
曜
日
）　

場

所　

西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー

問　

内
海
☎
（
4
9
7
）
2
3
4
7

※
無
料
の
講
習
会
を
3
月
1
日
㈰
の

午
後
1
時
か
ら
3
時
ま
で
行
い
ま
す
。

◆
青
空
保
育
「
さ
く
ら
ん
ぼ
」

　

青
空
保
育
「
さ
く
ら
ん
ぼ
・
つ
く

し
ん
ぼ
」
は
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の

自
然
フ
ィ
ー
ル
ド
に
親
子
共
に
光
と

風
と
土
を
感
じ
つ
つ
活
動
す
る
グ

ル
ー
プ
で
す
。

【
公
開
保
育
】

日
時　

2
月
13
日
㈮　

午
前
10
時
〜

午
後
0
時
30
分　

場
所　

平
岡
自
然

の
家
（
印
西
市
）　

対
象　

平
成
21

年
4
月
時
点
で
2
歳
前
後
の
子
と
そ

の
保
護
者
（
自
由
参
加
）

※
対
象
年
齢
に
つ
い
て
は
相
談
に
応

じ
ま
す
。

持
ち
物　

弁
当
、
水
筒
、
シ
ー
ト
、

着
替
え　

参
加
費　

無
料

【
平
成
21
年
度
参
加
者
募
集
】

日
時　

平
成
21
年
4
月
〜
平
成
22
年

3
月
の
ほ
ぼ
隔
週
金
曜
日　

午
前
10

時
〜
午
後
0
時
30
分
（
年
間
30
回
を

予
定
）　

場
所　

印
西
・
白
井
市
内

の
各
公
園　

対
象　

平
成
21
年
4
月

時
点
で
2
歳
前
後
の
子
と
そ
の
保
護

者　

25
組
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は

抽
選
）

※
対
象
年
齢
に
つ
い
て
は
相
談
に
応

じ
ま
す
。

申　

3
月
1
日
㈰
（
必
着
）
ま
で
に

往
復
は
が
き
に
母
・
子
の
名
前
、
子

ど
も
の
生
年
月
日
、
住
所
、
電
話
番

号
、
フ
ァ
ク
ス
番
号
を
記
入
の
上
、

〒
2
7
0
―
1
3
5
6
、
印
西
市
小

倉
台
2
―
1
―
2
―
4
0
6　

関
口

佳
穂
里
へ

問　

宇
羽
野
☎
（
4
9
7
）
2
0
0
8

持
ち
物　

は
さ
み

申
・
問　

1
月
30
日
㈮
ま
で
に
電
話

か
直
接
福
祉
セ
ン
タ
ー
☎
（
4
9
2
）

2
0
2
1
へ

福
太
巻
き
ず
し
講
座

　

今
年
の
恵
方
ま
き
は
東
北
東
を
向

い
て
ま
る
か
ぶ
り
っ
。

日
時　

2
月
3
日
㈫　

午
前
10
時
〜

午
後
1
時

対
象　

市
内
在
住　

20
人
（
応
募
者

多
数
の
場
合
は
抽
選
）

参
加
費　

7
0
0
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん

申
・
問　

1
月
28
日
㈬
ま
で
に
、
電

話
か
直
接
福
祉
セ
ン
タ
ー
☎
（
4
9

2
）
2
0
2
1
へ

公
映
画
会

日
時　

1
月
24
日
㈯　

午
前
10
時
30

分
〜
午
前
11
時
30
分

対
象　

〜
小
学
生　

20
人
（
先
着
順
）

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
。

内
容　

忍
た
ま
乱
太
郎

問　

公
民
セ
ン
タ
ー
☎
（
4
9
2
）

5
2
6
6

公
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ

メ
ン
ト

日
時　

2
月
3
日
㈫　

午
前
10
時
〜

正
午

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤　

15
人（
申

し
込
み
順
）

内
容　

バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
の
か
わ

い
い
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
。

参
加
費　

2
、
5
0
0
円

福これから始める
セカンドライフを100倍

楽しめるダンス

シ
初
級
パ
ソ
コ
ン
講
習
会

　

チ
ラ
シ
制
作
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ

の
画
像
編
集
、E
メ
ー
ル
・
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
操
作
な
ど
を
楽
し
く
学
び

ま
し
ょ
う
。

日
時　

2
月
6
日
㈮
・
9
日
㈪
・
10

日
㈫
・
12
日
㈭
・
13
日
㈮　

午
後
1

時
〜
4
時

対
象　

市
内
在
住
の
お
お
む
ね
60
歳

以
上
で
マ
ウ
ス
の
操
作
・
文
字
入
力

が
で
き
る
全
日
程
参
加
で
き
る
人

10
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

参
加
費　

1
、
0
0
0
円
（
テ
キ
ス

ト
代
）

申
・
問　

1
月
30
日
㈮
ま
で
に
、
電

話
か
直
接
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
（
4
9
8
）
1
7
1
7
へ

福
ミ
ニ
お
ひ
な
様
づ
く

り
講
習
会

　

布
と
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
を
使
っ
て

小
さ
な
ウ
サ
ギ
の
お
ひ
な
様
（
5
㌢

㍍
位
）
を
作
り
ま
す
。

日
時　

2
月
16
日
㈪
・
18
日
㈬　

午

前
10
時
〜
正
午

場
所　

福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象　

市
内
在
住
60
歳
以
上　

10
人

（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

参
加
費　

4
0
0
円
（
材
料
代
）

　ポピュラーな曲を中心に女性
だけで踊るラウンドダンスです。
日時　2月4日～（2月11日を除
く毎週水曜日）　午後2時～ 4時
対象　おおむね60歳以上の女性
20人（申し込み順）
参加費　無料
申・問　電話か直接福祉センター
☎（492）2021へ

公作ってみよう
　もこもこかわいいカイロ入れ
を作ります。

日時　2月7日㈯　午前10時～正
午
対象　小学生以上　12人（申込
順）
参加費　200円
申・ 問　2月4日㈬までに参加費
持参の上、直接公民センター☎
（492）5266へ

社会保険大学校運動施設開放

日時　2月7日㈯・8日㈰・28日㈯　
午前9時～午後5時
対象　市内在住・在勤・在学者（申
し込み順）
※成人の責任者が付いて管理してく
ださい。
利用料金　テニスコート　540円、
体育館　1,300円、グラウンド　
2,520円（各2時間単位）
申・問　1月26日㈪までに申請書（生
涯学習課にあります）に必要事項を
記入の上、生涯学習課スポーツ振興
班　内線3436へ
※初めて申請する場合は利用者の登
録が必要となります。

申
・
問　

1
月
24
日
㈯
ま
で
に
参
加

費
持
参
の
上
、
公
民
セ
ン
タ
ー
☎

（
4
9
2
）
5
2
6
6
へ

公
「
私
」
磨
き
の
昼
下

が
り

　

心
に
響
く
話
し
方
を
目
指
し
て
。

日
時　

2
月
5
日
㈭　

午
後
2
時
〜

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤　

20
人（
申

し
込
み
順
）

申
・
問　

2
月
3
日
㈫
ま
で
に
電
話

か
直
接
公
民
セ
ン
タ
ー
☎
（
4
9
2
）

5
2
6
6
へ

公
就
労
に
悩
む
若
者
、

保
護
者
向
け
相
談
会

日
時　

2
月
7
日
㈯　

午
後
2
時
〜

対
象　

市
内
在
住
18
歳
か
ら
35
歳
程

度
の
人
と
そ
の
保
護
者

内
容　
「
若
者
自
立
塾
」
実
践
報
告

と
個
別
相
談

申
・
問　

2
月
6
日
㈮
ま
で
に
電
話

か
直
接
公
民
セ
ン
タ
ー
☎
（
4
9
2
）

5
2
6
6
へ

※
当
日
の
参
加
も
可
能
で
す
。
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思
い
返
せ
ば
私
と
長
十
郎
お
じ
い

さ
ん
が
初
め
て
デ
ー
ト
し
た
の
が
し

ろ
い
七
福
神
め
ぐ
り
で
し
た
。
お
互

い
年
は
取
っ
た
け
れ
ど
、
今
で
は
家

族
に
恵
ま
れ
て
幸
せ
一
杯
で
す
。
こ

れ
も
七
福
神
の
お
か
げ
で
し
ょ
う
か
。

ま
だ
行
っ
た
こ
と
が
な
い
人
は
毎
月

7
日
の
縁
日
に
午
前
9
時
か
ら
午
後

4
時
ま
で
御
朱
印
を
受
け
ら
れ
る
の

で
、
ぜ
ひ
巡
拝
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

ナ
ッ
シ
ー
号
を
利
用
す
る
場
合
、
各

寺
の
最
寄
り
の
バ
ス
停
と
バ
ス
停
か

ら
の
所
要
時
間
は
下
表
の
と
お
り
で

す
。

※
ル
ー
ト
・
時
刻
の
検
索
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
内
の
「
ナ
ッ
シ
ー
号
時
刻

検
索
シ
ス
テ
ム
」
が
便
利
で
す
。

問　

企
画
政
策
課
企
画
政
策
班　

内

線
3
3
5
3

ナ
ッ
シ
ー
号
で
し
ろ
い

七
福
神
め
ぐ
り
へ

◆
７
つ
の
幸
福
を
手
に
入
れ
よ
う

　

七
福
神
巡
り
は
室
町
時
代
か
ら
今

日
ま
で
、
福
を
も
た
ら
す
巡
拝
と
し

て
親
し
ま
れ
て
お
り
、
白
井
で
は
市

内
7
カ
所
の
寺
に
1
体
ず
つ
七
福
神

が
祭
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
年
も
1
月

1
日
か
ら
7
日
ま
で
の
縁
日
に
多
く

の
人
が
訪
れ
た
ん
で
す
よ
。

い
ま
一
歩
終
電
行
き
け
り
時
雨
け
り

豪
農
の
夕
陽
に
映
え
る
柿
紅
葉

此
の
年
の
動
き
終
り
て
穴
惑

里
山
を
明
る
く
染
め
て
柿
の
秋

山
門
の
朝
紅
葉
に
息
を
呑
む

市
長
選
市
民
と
市
に
と
秋
暮
る
る

新
豆
腐
豆
挽
く
匂
い
街
動
く

す
こ
や
か
に
齢
重
ね
て
落
葉
踏
む

空
青
き
背
に
綺
羅
の
せ
て
白
鳥
来

初
暦
い
つ
も
の
柱
に
か
け
て
見
る

初
空
に
民
意
は
高
く
梨
の
里

冬
の
月
辞
書
に
添
へ
お
く
虫
眼
鏡

冬
日
和
あ
わ
て
咲
き
出
す
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド

梵ぼ
ん
し
ょ
う鐘

の
聞
こ
ゆ
る
宵
や
初
時
雨

マ
ス
ク
し
て
、
ひ
と
り
遅
れ
て
登
校
す

夕
紅
葉
泣
き
じ
ゃ
く
る
子
に
母
強
し

世
捨
て
び
と
晩
年
と
い
う
名
の
枯
れ
す
す
き

椀
に
盛
る
香
り
ふ
く
い
く
今
年
米

秋
雨
が
木
々
の
梢
に
降
り
沈
む

　
　
　

墨
絵
の
中
の
情
景
に
似
て

朝
陽
浴
び
吐
く
息
白
く
走
り
抜
く

　
　
　

中
学
生
ら
ゴ
ー
ル
目
指
し
て

癒
え
ぬ
手
で
市
政
を
託
す
一
票
を

　
　
　

霜
月
尽
の
施
設
で
し
た
り

降
り
た
ち
し
落
葉
積
む
庭
花
の
な
く

　
　
　

万お

も

と

年
青
の
赤
に
良
き
事
願
ふ

ケ
ー
タ
イ
に
や
う
や
く
出
で
し
孫
娘

　
　
　
「
ピ
カ
ソ
展
観
て
カ
レ
ー
食
べ
て
る
」
と

静
さ
が
寂
し
さ
と
な
る
池
の
面
に

　
　
　

渡
り
の
鴨
の
浮
き
寝
を
見
た
り

食
材
は
地
産
地
消
と
ふ
レ
ス
ト
ラ
ン

　
　
　

素
朴
な
料
理
の
メ
ニ
ュ
ー
が
並
ぶ

零む

か

ご

余
子
飯
そ
を
ば
好
み
し
旧ふ

る

き
日
の

　
　
　

父
を
想
へ
り
朝
の
厨
に

ゆ
く
り
な
く
房ふ

さ総
の
低
く
山
の
掛
け
橋
に

　
　
　

虹
輝
き
ぬ
旅
の
終
わ
り
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
作
品
は
五
十
音
順
に
掲
載
）

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
市
民
の
自
由
な
投
稿
に
よ
り
掲
載
し
て
い
る
も
の
で
、
選
者
は
設
け
て
い
ま
せ
ん
。

　このコーナーで紹介する皆さんの身
近な話題をお寄せください。
申・問　秘書課広報広聴班　内線3373へ
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〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

東葛しぜん
　　　観察会

　千葉県の西部地区、東葛地区（白井、
印西を含む）で自然観察をしながら皆さ
んと一緒に地域の自然を残そうと、行動
している団体です。
　誰でも自由に参加できます。参加者は
観察会を通じて野草や昆虫、野鳥、樹木
など分らないことがあれば、皆さんと話
し合い、友達の和を広げるようにしてい
ます。　　
　小学生を対象にした子ども観察会も
行っています。
　興味のある人は連絡ください。お待ち
しています。
　白井地区　新堀☎・ （497）1317■問

み んみ ん な のな の ひ ろ ばひ ろ ば

     なし坊の祖母のたか
　　です。いつもはのん
　びりお茶を飲みながら
孫を見守っていますが、
今日はナッシー号で七福
神巡りに出かけて
　みましょう。

れ け
そ い

ナッシー号

ノ ン ス テ ッ プ バ ス

5

子ども観察会

神
々
廻　
　

杉
山　

隆
偉

冨
士　
　
　

柳
沢　
　

純 

神
々
廻　
　

田
中
八
代
い

神
々
廻　
　

斎
藤
と
み
子

池
の
上　
　

大
橋　
　

茂 

大
松　
　
　

川
又　

勝
彦

大
山
口　
　

寺
内
ひ
ろ
し

堀
込　
　
　

宮
本　

文
子

大
松　
　
　

寺
尾　

春
雪

堀
込　
　
　

渡
辺　

岩
夫 

大
山
口　
　

上
坂　

千
昭

堀
込　
　
　

大
屋　

キ
ヌ

根　
　
　
　

乾　

た
か
子

桜
台　
　
　

土
山　

勝
實

大
松　
　
　

織
本　

泰
子

堀
込　
　
　

高
光　

定
治

根　
　
　
　

押
田
み
よ
女

七
次
台　
　

鶴
巻　

和
男

堀
込　
　
　

名
越
た
て
み

七
次
台　
　

松
井　

寛
紅

桜
台　
　
　

米
井　
　

茂

池
の
上　
　

蝦
名　

幸
子

池
の
上　
　

関
根　

千
浪

桜
台　
　
　

米
井　

詩
織

冨
士　
　
　

望
月　

玲
子

冨
士　
　
　

村
上
し
ず
子

根　
　
　
　

印
南　

満
子

来迎寺来迎寺

　安全見守り活動、部活動サ
ポート委員会、地域の人が講師
となってさまざまな体験をする
「レクチャー 21」の補助活動な
ど、昭和 57 年に設立してから
の長年にわたる活動が認められ、
南山中学校の PTA が㈳日本Ｐ
ＴＡ全国協議会会長表彰を受け
ました。
　ＰＴＡ会長の眞

しみ ず

水さんは「活動が評価
され受賞でき、大変喜ばしいです。これ
もＰＴＡの先輩たち、地域の皆さんの協
力によるもの。今後も子どもたちのため
に、より良いＰＴＡ活動を目指していき
ます。」と話してくれました。

日日本本ＰＴＡＰＴＡ全国協議会で全国協議会で表彰表彰

　「このお金を元に予算を作成し、皆さんのために使わせ
てもらいます」こんな子どもの声が聞こえてきたのは、南
山小学校6年生の社会科の授業、外部講師による「租税教
室」です。7人の児童が買い物客、店員、税務署、日本銀行、
財務省、国会の役になって、体験しながら税金の使われ
方などを学びました。このほかにも税金に関するクイズ
に答えたり、DVDを見たりと普段あまり気にしていない
税金についてもう一度考えてみました。授業を終え子ど
もたちは「税金は重い負担だと思っていたけど、税金が
ない方が重い負担だと思った」「税金がないと警察も消防
署も有料になるなんてびっくりした」など、今までと違
う感想を持ったようです。

学学んだよんだよ「「税金税金のの大切大切さ」さ」

「消費税の行方」を学習する児童たち

安全見守り活動をする南山中学校ＰＴＡ

七福神が祭られている寺

寺名（七福神） 最寄りのバス停 バス停からの
所要時間（徒歩）

長楽寺（恵比寿神） 七次 約3分
来迎寺（布袋尊） 折立入口 約4分
西輪寺（福祿寿） 石橋薬局 約10分
延命寺（大黒天） 旧平塚分校入口 約1分
薬王寺（弁財天） 谷田 約1分
秋本寺（毘沙門天） 白井保育園前、奥澤医院 約3分
佛法寺（寿老人） ラポワール前 約9分

薬王寺の弁財天

㈳日本ＰＴＡ全国協議会会長からの表彰状

℻  


